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研究成果の概要（和文）：本研究では、ロンドンやパリとは違い、民文化の象徴としての意味をながらくもたな
かった都市ベルリンが、どのように文学に記述されていったのか、また、文学はどのようなベルリン像を構築し
ているのかを、グツコー、フォンターネ、グルクの作品を主たる分析対象として、明らかにした。ベルリンが文
学の中心地となり始めた19世紀初頭の作家グツコーは、幼年時代を描くという方法で新都市ベルリンを文学に描
こうと試み、19世紀後半には、フォンターネが都市を、封建的な閉鎖空間から外界へ向かう道として描いた。20
世紀には、都市をもはや理想と現実との調和の場としてではなく、過酷な現実として描くグルクのような作家が
登場する。

研究成果の概要（英文）：In this research, I tried to clarify how the city of Berlin was described in
 literature and what kind of city image could be constructed from the city described in literature. 
Unlike Paris or London, which have characteristics that represent national culture, Berlin, a late 
developed city, could not become a subject of literature until the 19th century. In the early 19th 
century, when Berlin began to become the center of literature, author Gutskow attempted to portray a
 new city, Berlin, in a form of portrate of his own childhood. In the latter half of the 19th 
century, Fontane portrayed the city as a road from a feudal closed space to the outside world. After
 World War I, Berlin is increasingly described from inside and this Berlin is a place where more 
harsh reality than ideal is reflected. Writers like Gurk calmly described the irrationality of the 
city.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
ドイツにおいてもベルリン文学の研究はまだ包括的には研究されておらず、個別作家についてのモノグラフィー
がその大半を占める。本研究は、19世紀初めから20世紀までを射程に入れてベルリン文学の変遷を捉えようとと
いう試みであり、今後、都市と文学という問題をドイツ文学から考察する際に大きな見取り図を提示するもので
ある。また、推理小説風の舞台装置や非合理的なものを小説のなかに組み込むという斬新な手法を用いたグルク
という作家は、ドイツにおいてもいまだ全集の刊行には至っていない。本研究が、その都市記述の先駆性を指摘
することによって、本作家が都市文学の作家としてより注目されることが期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
応募者は本研究を開始するまでに、言語および芸術において「子ども」はいかなる意味をもっ

ているか、という関心から、「ドイツ・モデルネ文学における幼年時代の記述可能性」という研
究テーマに沿って研究を進めてきた。そこで明らかになったのは、ドイツ近代文学の幼年時代の
記述においては、「子どもの言語獲得」というモチーフが重要な位置を占めているということで
あった。子どもとは「言語をもたない状態と言語獲得との境界上にある存在」であり、幼年時代
を文学作品として描くとは、いまだ言語化されていない「非言語的な生の歴史」を記述する試み
なのである。 
幼年時代の記述は歴史記述の一形式であるとの認識をもってドイツ近代文学における幼年時

代の記述を読み直してみると、そこには都市ベルリンの記述に通底する部分が少なくないこと
がわかる（グラースブレンナー、グツコウ、フォンターネ、ベンヤミン）。ヨーロッパの都市と
しては後発の都市であるベルリンは、ドイツ国家の形成と歩みをともにし、19 世紀から 20 世紀
初頭にかけて、一領邦国家の王都からドイツ帝国の首都へ、さらにヴァイマール共和国の首都へ
と、大きな変貌を遂げる過渡期にあり、この意味で近代のベルリンは、いわば都市としての幼年
時代にあったと言える。ベルリンを描いた文学作品は少なからずあるものの、それらの作品はこ
れまでベルリン文学としては体系的に研究されてこなかった。その最大の理由は、ベルリンとい
う都市が、ロンドンやパリとは違って、国民文化を代表する性格をもつ都市でもなければ、憧れ
や愛着を抱かれる都市でもなく、むしろ魅力に乏しい殺伐とした町と見なされていたことにあ
ると思われた。そのため本研究では、単独で見ると完成度が高いとは言えないために、これまで
あまり研究されてこなかったベルリン文学を、それぞれの時代における都市ベルリンの自己記
述として包括的に分析することによって、これまでに発見されていないベルリン像を浮かび上
がらせることを目指した。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、都市を「いまだ書かれざる歴史のトポス」と見なし、ベルリンを対象として、都市
がどのように文学における記述を見出してゆくのか、また、文学に描かれた都市からどのような
都市像が構築しうるかを明らかにすることを目的とした。ヨーロッパの都市としては後発であ
るベルリンは、19 世紀から 20 世紀初めにかけて、領邦国家の一王都からドイツ国家の首都へと
発展してゆく過渡期にあった。その過渡的な性格ゆえに、都市ベルリンの記述方法は模索され続
け、個々のベルリン文学も完成度が高いとは言えない。本研究では、19 世紀前半、19 世紀後半、
20 世紀初頭それぞれの時代におけるベルリン文学を包括的に扱い、都市ベルリンが獲得した記
述のあり方の変化、文学的記述のなかに浮かび上がるベルリン像の変転を明らかにしようと試
みた。 
 
３．研究の方法 
 本研究は主として文献の講読とその分析によって進められた。地図関連の資料や 19 世紀ベル
リン文学に関する資料は、冊子体となっていない新聞掲載記事等の形のものや未公刊資料も多
く存在するため、ベルリンの国立図書館および芸術アカデミー内のアーカイヴ資料での資料収
集を行った。 
 
４．研究成果 
 本研究では、ベルリンという都市がどのように文学に記述されていったのか、また、文学に描
かれた都市からどのような都市像が構築しうるかを明らかにしようと試みた。ヨーロッパの都
市としては後発であるベルリンは、国民文化を代表する性格をもつパリやロンドンとは違って、
19 世紀まで文学の主題になることはほとんどなかった。ベルリンが本格的な文学活動の拠点に
なり始めるのは 19 世紀に入ってからであり、それはちょうど、出版・新聞発行といった書籍メ
ディアが興隆し始める時期と重なった。 
本研究が初期のベルリン文学として注目したのは、ベルリン生まれのグツコー（1811-1878）の
作品（『わたしの幼年時代』）である。ここでは、みずからの幼年時代とベルリンが未熟な都市と
して出発しつつあることが重ね合わせて描かれている。都市記述の独自の様式がまだないなか、
幼年時代の記述が都市記述の方法として模索されたことは必然的だったと言える。この時代の
他の作家たちによるベルリン記述の試みの多くは、新聞や雑誌の文芸欄に笑話のような散発的
な形で発表されるだけで、ベルリンが文学のテーマとして確立されるには至っていなかった。 
本研究が本格的なベルリン文学の始まりとして注目したのはフォンターネ（1819 – 1898）のと
くに晩年の長篇小説である。そこでは、人びとの家庭生活のなかに都市の勃興と重なる社会構造
の転換が描かれているが、都市はとりわけ、閉鎖的・封建的な空間から外の世界へと出てゆくた
めの「道」として描かれている。とくにベルリンは、たんなる一都市というよりは、さらなる外
（外国）へと通じる空間として描かれていることが特徴的である。 
第一次世界大戦後になると、グルク（1880-1953）の作品に見られるように、ベルリンはより内
部から描かれるようになる。20 世紀に入ってベルリンは、都市像を理想と調和させようとする
意図のもとに描かれるのではなく、負の側面も含めて冷徹な記述の対象となっていった。 
 ドイツにおいても、ベルリン文学の研究はまだ端緒についたばかりであり、個別作家について
のモノグラフィーがその大半を占める。本研究は、19世紀初めから 20世紀までを射程に入れて



ベルリン文学の変遷を捉えようとする試みである。 
 なお、今回は主としてベルリンが文学の対象となり始めたのち、書籍の形として結実した作品
を扱ったが、ベルリンの記述がまだ散発的で、新聞記事や雑誌記事といった形態での発表にとど
まり、また、テーマとしてもベルリンの風俗に焦点をあてたものが多かった 19 世紀前半の「小
さな形式」による記述が、その後のベルリン文学にとってどのような意味をもっていたかを、今
後さらに研究する必要がある。 
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